
語だ。実質的には睡眠・食事・身の回りの用事・仕事・

学業と必需的なもの以外が自由行動で二分法とな

る。ただ中分類項目にある「療養・静養」「社会参加」

の扱いには異論がある。NHK生活時間調査は過去

データとの比較については統計手法の違いがあるた

め参考値としているが、様々なことが分かる有用な調

査である。

　またビデオ・リサーチ社『MCR』は生活行動とメディア

行動と大きく二分した上で、さらに自宅内／自宅外と場

所により二分、実質四分類となっている。このうち趣味・

遊び／友人・知人との交際（自宅内）、趣味・レジャー

／遊び、スポーツ（自宅外）が広義の余暇である＜図

表5の（2）表＞。

　詳細は次号以降に譲るが、これらの調査を見ると自

由行動における情報メディアが占める割合は大きく、

余暇時間の大部分はメディアによって占められている

ことがうかがえる。＜図表6＞を見ると、こんなにメディ

ア漬けになっていていいのだろうかとも思うが、私自身

もメディア中毒に近い。アラン・コルバン『レジャーの誕

生』（藤原書店）を見ると余暇時代を社会的時間の再

配分とし「時間が足りない」ことがレジャー時代の特色と

して挙げられている。【次号に続く】
　

　　※「蒐集異聞」は休載しました

抗する内容で＜人間活動の本質は遊戯にあり、文化

を生み出す根源だ＞として「ホモ・ルーデンス」と名付

けており、いかにも『中世の秋』の史家らしい内容で

ある。ブリューゲル絵画に出てきそうなアルカディア

や遊びは実に魅力的。さらに飲酒・タバコ・スポーツ・

見世物＋旅行と近世はプレ「余暇時代」。英国貴族・

ジェントリーの家庭教師付きの大陸旅行も注目され

る。

　ただし一般に大衆レジャーは十九世紀中頃、産業

革命が生んだ蒸気船・鉄道といった交通機関の発

達、近代スポーツの確立、さらに新聞・雑誌・大衆小

説＋大衆演劇の登場がそれぞれ関連しあって成立し

た。十九世紀中頃にミュージックホール設立、初の旅

行代理店による大衆旅行が成立していく。先年倒産

した初の旅行代理店英クック社は鉄道を使った団体

旅行企画から出発した。

　十九世紀中頃のマス・ツーリズムや娯楽見世物を第

一次の波とすると第二の波は二十世紀の長期バカン

スの成立であろう。1936年仏の左翼五派による人民

戦線内閣は①週四十時間労働時間（これにより週休

二日制成立）②有給休暇制定③労働契約にストライ

キ条項と労働者権利を大幅に見直した。この法案は

共産党主導型で特にストライキ権利に主眼が置かれ

ていたが、バカンスの一層の広がりを獲得した。レ

ジャー史にとって画期的なこの週休二日制はフラン安

から経済不況と社会騒乱をもたらし＜9頁・図表２＞、

第二次世界大戦と独による占領に繋がったという批判

もある。1930年代の長期バカンスについては同時代

の仏映画や『メグレ警部』シリーズのような大衆小説に

も出ている。

　また第三の余暇の波はジャンボジェット機が就航し

海外旅行が格安になった1980年代以降が挙げられ

る。冷戦終結とともに観光旅行を中心としたレジャー

産業は主要産業の一つとして数えられていく。

■ 二分法と三分法／文化的枠組み

　ハレとケは日常／非日常の二分法である。これ自

体は魅力的だが非日常が特別すぎる。またロジェ・カ

イヨワ『遊びと人間』に書かれている「遊び」の四分法

＜アゴーン／競争、アレア／偶然、ミミクリー／模倣、

イリンクス／眩暈＞も面白い定義で、私もレジャー論

で散々引用してきた。ジェットコースターのような絶叫

マシンになぜ人気が集まるのか、賭け事の偶然性と

やめられない魅力、演劇などの模倣性と文化論とし

ては極めて有用だが、残念ながら統計的分析にはな

らない。

■ 二つの時間論

　時間調査ではNHK『国民生活時間調査』が採用し

ている三分法「必需行動」「拘束行動」「自由行動」は

天下三分の計＜図表5の（1）表＞。最も一般的だが

「拘束行動」は何か逮捕されるみたいで感心しない用

　太陰暦を主体とした暦は、1872（明治5）年12月3日

を1873年1月1日にした太陽暦による一大改革!!ところ

がどっこい世間の風習は根強く、本誌で何度も取り上

げてきたように明治末になっても「今月今夜のこの月

を」（『金色夜叉』）のようについ太陰暦セリフが出てし

まう。昭和に入ってもある商店でストがあった時の要求

が「月三回の休日を」と旬間ベース。私が社会人に

なった頃ですら月三回の旬刊雑誌があり、大阪に

行ったら「五十日（ごとうび）はラッシュで道は混む」と

営業マンから教えられた。

　百年以上経って「月」「週」がようやく生活の基本単

位になった。私の世代まではまだ＜土曜日半ドン＞と

いう中途半端な労働時間があった。先輩・同僚は麻

雀・競馬・競輪さらに色事で土曜半ドンを謳歌してい

たようだが、品行方正な私には何とも中途半端な時間

だった（まさか昼間から飲むことはできなかった）。ちょ

うど余暇開発センターにいた頃、公務員学校週休二

日制が検討され出し、大企業を中心に週二日制が定

着し始めた＜左頁・図表1＞。週二日制はレジャーや

休日の過ごし方を大きく変えた。さらに現在は週三日

制導入、新型コロナウイルス感染でリモートワークも定

着し働き方の形が大きく変わりつつある。

■ 労働形態と時間

　産業主体は一次産業から二次産業、二次産業から

三次産業へと移行している。農業主体では太陰暦が

ふさわしいが、近代産業には定時性が不可欠。鉄道

と学校と近代産業が正確な時計に支えられ日本人を

せっかちにしたと言われる。ヨーロッパでも十七世紀

末の機械式時計普及で十五分単位が定着し＜シン

デレラはトンデレラ（時間に縛られた）＞。

　労働と余暇は密接に関連している。農業以上に二

次産業・三次産業と仕組みとしてのレジャー産業は

結びついている。それに加えて月刊誌、日刊新聞、

ラジオ放送普及と情報メディアは「時間」そのものの

リズムに関与していく。以前なら私も月曜日は『少年

ジャンプ』と経済誌、木曜日は『週刊新潮』『週刊文

春』と雑誌で曜日を意識した。また月9・火サス・日

曜大河に代表されるテレビ番組編成も曜日が主体

である。これらはわずか二十年前まで当たり前の風

景だったが動画配信や全録機器普及、さらに余暇

多様化で昔話となりつつある。

■ 言葉の定義

　余暇に関しては「日本レジャー・レクリエーション学

会」「観光学会」があり、それぞれ用語の定義や有益

な論文が出ている。時間的／支出的／産業的アプ

ローチ、あるいはアウトドア／インドアといった形態的

分類もある。レジャー・ホビー・余暇・趣味といった言

葉の変遷に関しては『ホビー白書2013』で詳しくまとめ

ている＜10頁・図表３、11頁・図表４＞。日本では「レ

ジャー・余暇」は新しく1961年初出と言われているが

戦前の専門論文にも出ている。一方「ホビー」の初出

は1953年と言われている。逆に古い言葉と思われて

いる「趣味」の初出は江戸末か明治初年で意外に新

しく、一般化するのは明治末である。

　ここではレジャー＝余暇とするが、「労働に対する余

暇」「仕事に対するレクリエーション」「労働に対するリ

フレッシュ」とおまけ付録のような位置付けが変化し今

や主役となりつつある。

■ 鉄道旅行とバカンスの時代

　本稿では近現代のレジャーを対象とする。19世紀末

詩人ピエール・ルイスは「古代ギリシャ・ローマに全て

の余暇があり古代人が知らない気晴らしはは喫煙だ

けだ」と喝破している。オランダの文化史家ヨハン・ホ

イジンガに『ホモ・ルーデンス』という名著がある。近代

資本主義「ホモ・ファーベル」（工作人・労働人）に対

■ 天地人

　大学時代、一番面白かった文化人類学で先生が薦

める『金枝篇』（ジェームズ・フレイザー著）に取組ん

だ。岩波文庫白五巻本（これでも簡略本）はこっちのお

つむが弱いのか訳が悪いせいなのか、三日間悪戦苦

闘して読み終えた。王殺し、精霊や呪い、クリスマスや

メーデーの起源を知った。こうした百科全書的博識本

は南方熊楠『十二支考』と同じで和漢洋、知識の深さ

世界の広さを垣間見せてくれた。

　もう一方民俗学先生は柳田国男弟子で、七夕を例に

武士と農民・町人の身分違い、地方色、時間による祭

りの変化といった話をしてくれた。天地人である。これ

は雛祭り・八朔・亥の子などあらゆる行事に共通する。

さらに日常／非日常＝ハレ／ケ（晴れまたは霽れ／

褻）という概念は忘れられない。冠婚葬祭飲食は特別

な時間だった！

　コミュニケーションやコンパニオンの原義が「宴」であ

ることを知った驚きも鮮明である。当時フェリーニ映画

に心酔しており、毎日のように「人生は祭りだ」「祭りの

後の寂しさ」と映画仲間と酒を飲みながら議論していた

ので余計記憶に残っている。講義の中で農閑期の農

民に暇時間があるのも意外だった。子供のころ親戚や

教師から商家の手代丁稚や近代職工さんたちが休日

が少ないと教えられていた。歴史は一直線ではない。

例えば江戸期の武士はかなり暇で九日のうち三日しか

実働がない＊１。だから文化が生まれ、同時に小人閑居

して不全をなす。一方お店者（おたなもの）は年数回し

か休みがないが、ものには必ず抜け道がある＊２。

■ 生活のリズム

　近代以前の時間について深く分析することは避ける

が、維新以前は非定時法で「明け六つ暮六つ」と十二

等分され季節によって時間が異なった。

特筆される。中山道沿いを北西に向かった信越本線

は高崎を過ぎ碓氷峠に向かう。奇怪な妙義山と時々

噴煙でお騒がせする浅間山の間。隧道＋アプト式と

近代産業技術を集めて千メートル足らずの峠越え。

今新幹線は難なく通る。碓氷峠と言えばヤマトタケル

が振り返り亡き妻に未練タラタラし、吾妻郡・吾妻線と

地名路線名にもなっているが異説あり＊１。歌人・連歌

師・武将・大名・無宿者が行き来した峠。旧中山道で

は坂本宿と軽井沢宿。鉄道ができてからは「峠の釜飯

」という名物も一丁上がり。釜飯の入れ物はお隣の民

芸で名高い益子焼。昔は信州・越後さらに北陸を結

んだ。今は高崎－横川を結ぶ通勤通学電車で五両

編成。沿線には信越化学・P&Gや東邦亜鉛といった

化学・鉱業工場が目を引く。横川は当然関所で多くの

逸話伝説があり歴史資料館が設置されている。今は

JRバス小一時間で軽井沢到着。

■雪国からバブルへ

　上州と越後を直接結ぶ上越線開通には時間がか

かった。長岡－越後湯沢。高崎－水上は大正年間に

開通していたものの三国山脈が立ちはだかっていた。

考えてみると毎年のように三国峠越えをしていた謙信

公は偉い。東海道線丹那トンネルと並ぶ二大工事・清

水トンネル（9・7キロ）は昭和六年完成し東京－新潟

は急行で四時間短縮された。「トンネルを抜けると雪

国だった」というかの名台詞は清水トンネル完成以降

のお話。現在は高崎－渋川－水上－長岡が運行さ

れている。渋川から水上までは利根川本流の曲がりく

ねった川、紅葉多彩な岸壁、貯水ダム湖、山々の眺

望が続く。路線は何度も利根川を渡る。盆地状地形

の沼田駅。ホームに＜尾瀬沼最寄り駅＞とあるが、本

当は結構遠いよ！沼田駅を過ぎると高原列車の趣。

水上駅は標高500メートル弱で霧や雨が多くしばしば

天気が急変する。気になるのは駅手前に放置された

ホテル・旅館の廃屋群で、鬼怒川温泉と似る。これは

観光には大マイナス。

　さて清水トンネルは中がループ状で見所満載。トン

ネル駅も含め鉄オススメ路線。ところで越後湯沢につ

くと「雪国」というよりリゾートマンション林立乱立でバブ

ルが夢の跡と言った風情。

■草津の湯でも治らない

　渋川から西に向かうのが吾妻線。日本鋼管が昭和二

十年に鉄鉱石運搬用として開発し戦後旅客用になっ

た。今でも渋川駅手前に大同特殊鋼工場が鎮座まし

ます。電車はひたすら温泉郷やスキー場を目指す。と

にかく温泉また温泉。上野発特急「草津」が昼に3本

（平日は2本）出ている。昔活躍した651系で古臭く速度

を上げるとガタガタ音を立てる。渋川から先の風景は

ずっと川沿いで桜・農家・古寺が美しく、一時必要性が

侃侃諤諤だった八ツ場ダム湖底を通る。特急は長野

原草津口止まりで名湯草津温泉はここからバスで小一

時間。各駅電車はスキーのメッカ万座を経て大前止ま

り。ここはもう一山超えると真田六文銭故旧の信州。

■東西を結ぶ両毛線

　上州民の足と言わば両毛線。高崎・新前橋から野

州小山、一日一本水戸線経由で勝田まで延びる。

両毛線は上州の主要都市を結ぶ。元々は桐生を中

心とした絹織物輸送用として出発。天気のいい日は

赤城の裾野を広く眺められる。伊勢崎を過ぎ国定・

岩宿駅辺りは円墳が目立つ。岩宿は戦後間もなくア

マチュア考古学者相沢さんの手で初めて旧石器が

発見された地。駅で結構大勢の人が降りるので＜考

古学ブーム凄し＞と思ったが、よく見ると競輪場に向

かう中高年だった。

　前号で紹介した八高線は高崎駅三番ホーム端から

一両編成気動車が発車する。大抵は児玉や高麗川

行き。武州隣接の藤岡市内を走る。

■三つの地元私鉄

　東武伊勢崎線は羽生を超え館林から蜘蛛の巣のよ

うに支線が広がる。館林と言えば皇太后美智子さま

御実家正田家。製粉・醤油業。ご成婚の頃は粉屋娘

という陰口があった。伊勢崎線は上州に入り足利で

野州にちょい寄って再度上州入り。ここからは単線が

増えるが「たたら」「県（あがた）」と駅名も由緒ありげ。

太田から伊勢崎に向かう電車（伊勢崎線）と赤城に

向かう桐生線に分岐。両毛線と東武は伊勢崎のほか

野州足利、佐野、栃木と何度も連絡する。また太田・

館林からは小泉線が出ている。

　東武系列で中央前橋＊２から西桐生を結ぶのが上

毛電鉄。基本的に前橋と桐生を結ぶ路線で赤城山

の広い裾野を走る。二両編成が多く昼間は自転車を

持った主婦老人がのんびりと乗ってくる。実に長閑な

電車で沿線も由緒ありそうな農家や古い一軒家が多

い。春先は庭の木と花々が咲き乱れ「かかあ天下」恐

怖イメージと異なり奥ゆかし。駅名的には上泉・大胡

と剣聖と謳われた新陰流開祖・上泉伊勢守由来の駅

名が懐かしい。

　一方高崎から西に向かう上信電鉄。高崎商科大学、

県立自然史博物館、世界遺産富岡製糸場を通る。明

治三十年（1897年）開業の古い歴史を持つ私鉄で高

崎－下仁田を結ぶ。JR高崎駅からカラフルな（ちょっと

古い）電車が見える。山名駅までは南下、あとは盆地

を西に進む。最後の下仁田駅に向かうと勾配がきつく

急に山岳列車の趣でその変化に驚く。下仁田駅から

はバスで鉱山跡など山地に入る地域は＜ジオパーク

＞に指定されている。山三つ越えると信州佐久平。

　なを桐生から東武赤城線相老駅を経て足尾銅山に至

るわたらせ渓谷鉄道があるが、これは野州で紹介する。

　国鉄は資金力技術力で峠を超え隧道を完成させ

た。清水トンネルは新旧合わせて三本もある。どれも

難工事で多くの犠牲者が出た。改めて合掌。また大

水が湧き出たこともある。一方地元私鉄は盲腸線で終

わった。上州は自動車製造県であり自動車利用率が

高い。高速道路・北関東自動車道と整備された地だ

けに上州鉄の生き残りもなかなかに大変である。
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■上州の地勢

　上州三山、赤城・榛名・妙義山、どれも個性的。北

方の越後境は谷川岳に代表される三国連山、信州

沿いには浅間山。上越二千メートル級山々のおかげ

で越後は雪深く、関東は空っ風。山深き地だから川

が多く様々合流して大利根や渡良瀬川を作る。

　古代は上野毛君が東国最有力者。上州南部から

武州にかけて大古墳群を作った。律令制度では数

少ない「上国」。親王受領というありがたい土地柄。

そういえば常陸・上総も然り。中世では新田さんが

大奮闘したがお隣の足利君に負けた。戦国期に入

ると相州・甲州・越後の戦国三人組に攻められ分

割。名物は①赤城おろし②国定忠治③かかあ天

下。うーん。大前田親分をはじめ幕末侠客は知行

分割成れの果て。両毛共に十八世紀後半から人口

減。そのせいか車の運転がアラいという噂あり。

　さて現在は人口百九十万人余で県庁所在地人口

が二位とはお珍しい。平成合併でだいぶ様相も変

わった＜図表1＞。

　農産物は何と言っても嬬恋キャベツ。山一つ越え

た信州はレタス名産地。さらに下仁田ネギ、蒟蒻も

挙げられる。畜産物も豊か。江戸期は桐生を中心と

した絹織物で鳴らした。三井・松坂屋・白木屋といっ

た大呉服商が買い出し発注して歩いた。明治には

富岡製糸場が設立され、昭和に入ると中島飛行機

創業（太田市）、北部は織物機械・パチンコ・金型・

自動車と四段活用。織物産地繁栄は桐生に住んだ

晩年の坂口安吾や当時の映画でうかがい知れる。

もう一つ上州名物はフクダ（親子）、ナカソネ（大勲

位）、オブチ（株上がれ）と四人もの宰相が同一選挙

区から生まれた。維新長州はいざ知らず東国では

南部と並ぶメダリスト。蒟蒻やうどんが頭脳にいい？

■碓氷峠は鉄の近代化遺産

　＜埼玉鉄＞が大宮中心に対して、＜上州鉄＞は

高崎が鉄拠点、＜右頁・図表2＞にまとめた。

　新幹線は高崎駅を過ぎすぐに分岐。北に向かう。

大好きだった上越新幹線二階建てがなくなりいささ

か寂しい。長野・北陸と名前の変わった新幹線は間

もなく関西に達する。また名称は変化するのだろう

か。ところで上毛高原・安中榛名は新幹線駅とは思

えない寂しさ、特に後者は・・・

　＜上州鉄＞は何と言っても高崎線（旧信越本線）が

　四十七都道府県ブランドイメージ最下位を隣国・野州と争ふ。頭に血が上った殿様（ヤマモト知事）

が騒いでいらっしゃるが勝手番付如き気にしなさんな。上州は山紫水明、山あり川あり名物温泉多

数。最下位の理由は海なし＋群馬という野暮天な地名にありはしないか？上野・上州・上毛・上野毛

と改名すべし。　＜三級鉄乗りファン・銭屋小金丸＞

山河美しき上州を旅する
－ 山紫水明と温泉の鉄路 －

鉄ちゃん地勢学

（群馬県移動人口調査を元に作成）　

※県庁所在地

群馬県  　191.5万人
　

1.高崎市 　  37.1

2.前橋市※ 　  32.9

3.太田市 　  22.1

4.伊勢崎市  　 21.1

5.桐生市   　10.3

6.館林市   　  7.4

7.渋川市   　  7.3

8.藤岡市   　  6.2

9.安中市   　  5.4

10.富岡市   　  4.6

その三



語だ。実質的には睡眠・食事・身の回りの用事・仕事・

学業と必需的なもの以外が自由行動で二分法とな

る。ただ中分類項目にある「療養・静養」「社会参加」

の扱いには異論がある。NHK生活時間調査は過去

データとの比較については統計手法の違いがあるた

め参考値としているが、様々なことが分かる有用な調

査である。

　またビデオ・リサーチ社『MCR』は生活行動とメディア

行動と大きく二分した上で、さらに自宅内／自宅外と場

所により二分、実質四分類となっている。このうち趣味・

遊び／友人・知人との交際（自宅内）、趣味・レジャー

／遊び、スポーツ（自宅外）が広義の余暇である＜図

表5の（2）表＞。

　詳細は次号以降に譲るが、これらの調査を見ると自

由行動における情報メディアが占める割合は大きく、

余暇時間の大部分はメディアによって占められている

ことがうかがえる。＜図表6＞を見ると、こんなにメディ

ア漬けになっていていいのだろうかとも思うが、私自身

もメディア中毒に近い。アラン・コルバン『レジャーの誕

生』（藤原書店）を見ると余暇時代を社会的時間の再

配分とし「時間が足りない」ことがレジャー時代の特色と

して挙げられている。【次号に続く】
　

　　※「蒐集異聞」は休載しました

抗する内容で＜人間活動の本質は遊戯にあり、文化

を生み出す根源だ＞として「ホモ・ルーデンス」と名付

けており、いかにも『中世の秋』の史家らしい内容で

ある。ブリューゲル絵画に出てきそうなアルカディア

や遊びは実に魅力的。さらに飲酒・タバコ・スポーツ・

見世物＋旅行と近世はプレ「余暇時代」。英国貴族・

ジェントリーの家庭教師付きの大陸旅行も注目され

る。

　ただし一般に大衆レジャーは十九世紀中頃、産業

革命が生んだ蒸気船・鉄道といった交通機関の発

達、近代スポーツの確立、さらに新聞・雑誌・大衆小

説＋大衆演劇の登場がそれぞれ関連しあって成立し

た。十九世紀中頃にミュージックホール設立、初の旅

行代理店による大衆旅行が成立していく。先年倒産

した初の旅行代理店英クック社は鉄道を使った団体

旅行企画から出発した。

　十九世紀中頃のマス・ツーリズムや娯楽見世物を第

一次の波とすると第二の波は二十世紀の長期バカン

スの成立であろう。1936年仏の左翼五派による人民

戦線内閣は①週四十時間労働時間（これにより週休

二日制成立）②有給休暇制定③労働契約にストライ

キ条項と労働者権利を大幅に見直した。この法案は

共産党主導型で特にストライキ権利に主眼が置かれ

ていたが、バカンスの一層の広がりを獲得した。レ

ジャー史にとって画期的なこの週休二日制はフラン安

から経済不況と社会騒乱をもたらし＜9頁・図表２＞、

第二次世界大戦と独による占領に繋がったという批判

もある。1930年代の長期バカンスについては同時代

の仏映画や『メグレ警部』シリーズのような大衆小説に

も出ている。

　また第三の余暇の波はジャンボジェット機が就航し

海外旅行が格安になった1980年代以降が挙げられ

る。冷戦終結とともに観光旅行を中心としたレジャー

産業は主要産業の一つとして数えられていく。

■ 二分法と三分法／文化的枠組み

　ハレとケは日常／非日常の二分法である。これ自

体は魅力的だが非日常が特別すぎる。またロジェ・カ

イヨワ『遊びと人間』に書かれている「遊び」の四分法

＜アゴーン／競争、アレア／偶然、ミミクリー／模倣、

イリンクス／眩暈＞も面白い定義で、私もレジャー論

で散々引用してきた。ジェットコースターのような絶叫

マシンになぜ人気が集まるのか、賭け事の偶然性と

やめられない魅力、演劇などの模倣性と文化論とし

ては極めて有用だが、残念ながら統計的分析にはな

らない。

■ 二つの時間論

　時間調査ではNHK『国民生活時間調査』が採用し

ている三分法「必需行動」「拘束行動」「自由行動」は

天下三分の計＜図表5の（1）表＞。最も一般的だが

「拘束行動」は何か逮捕されるみたいで感心しない用

　太陰暦を主体とした暦は、1872（明治5）年12月3日

を1873年1月1日にした太陽暦による一大改革!!ところ

がどっこい世間の風習は根強く、本誌で何度も取り上

げてきたように明治末になっても「今月今夜のこの月

を」（『金色夜叉』）のようについ太陰暦セリフが出てし

まう。昭和に入ってもある商店でストがあった時の要求

が「月三回の休日を」と旬間ベース。私が社会人に

なった頃ですら月三回の旬刊雑誌があり、大阪に

行ったら「五十日（ごとうび）はラッシュで道は混む」と

営業マンから教えられた。

　百年以上経って「月」「週」がようやく生活の基本単

位になった。私の世代まではまだ＜土曜日半ドン＞と

いう中途半端な労働時間があった。先輩・同僚は麻

雀・競馬・競輪さらに色事で土曜半ドンを謳歌してい

たようだが、品行方正な私には何とも中途半端な時間

だった（まさか昼間から飲むことはできなかった）。ちょ

うど余暇開発センターにいた頃、公務員学校週休二

日制が検討され出し、大企業を中心に週二日制が定

着し始めた＜左頁・図表1＞。週二日制はレジャーや

休日の過ごし方を大きく変えた。さらに現在は週三日

制導入、新型コロナウイルス感染でリモートワークも定

着し働き方の形が大きく変わりつつある。

■ 労働形態と時間

　産業主体は一次産業から二次産業、二次産業から

三次産業へと移行している。農業主体では太陰暦が

ふさわしいが、近代産業には定時性が不可欠。鉄道

と学校と近代産業が正確な時計に支えられ日本人を

せっかちにしたと言われる。ヨーロッパでも十七世紀

末の機械式時計普及で十五分単位が定着し＜シン

デレラはトンデレラ（時間に縛られた）＞。

　労働と余暇は密接に関連している。農業以上に二

次産業・三次産業と仕組みとしてのレジャー産業は

結びついている。それに加えて月刊誌、日刊新聞、

ラジオ放送普及と情報メディアは「時間」そのものの

リズムに関与していく。以前なら私も月曜日は『少年

ジャンプ』と経済誌、木曜日は『週刊新潮』『週刊文

春』と雑誌で曜日を意識した。また月9・火サス・日

曜大河に代表されるテレビ番組編成も曜日が主体

である。これらはわずか二十年前まで当たり前の風

景だったが動画配信や全録機器普及、さらに余暇

多様化で昔話となりつつある。

■ 言葉の定義

　余暇に関しては「日本レジャー・レクリエーション学

会」「観光学会」があり、それぞれ用語の定義や有益

な論文が出ている。時間的／支出的／産業的アプ

ローチ、あるいはアウトドア／インドアといった形態的

分類もある。レジャー・ホビー・余暇・趣味といった言

葉の変遷に関しては『ホビー白書2013』で詳しくまとめ

ている＜10頁・図表３、11頁・図表４＞。日本では「レ

ジャー・余暇」は新しく1961年初出と言われているが

戦前の専門論文にも出ている。一方「ホビー」の初出

は1953年と言われている。逆に古い言葉と思われて

いる「趣味」の初出は江戸末か明治初年で意外に新

しく、一般化するのは明治末である。

　ここではレジャー＝余暇とするが、「労働に対する余

暇」「仕事に対するレクリエーション」「労働に対するリ

フレッシュ」とおまけ付録のような位置付けが変化し今

や主役となりつつある。

■ 鉄道旅行とバカンスの時代

　本稿では近現代のレジャーを対象とする。19世紀末

詩人ピエール・ルイスは「古代ギリシャ・ローマに全て

の余暇があり古代人が知らない気晴らしはは喫煙だ

けだ」と喝破している。オランダの文化史家ヨハン・ホ

イジンガに『ホモ・ルーデンス』という名著がある。近代

資本主義「ホモ・ファーベル」（工作人・労働人）に対

■ 天地人

　大学時代、一番面白かった文化人類学で先生が薦

める『金枝篇』（ジェームズ・フレイザー著）に取組ん

だ。岩波文庫白五巻本（これでも簡略本）はこっちのお

つむが弱いのか訳が悪いせいなのか、三日間悪戦苦

闘して読み終えた。王殺し、精霊や呪い、クリスマスや

メーデーの起源を知った。こうした百科全書的博識本

は南方熊楠『十二支考』と同じで和漢洋、知識の深さ

世界の広さを垣間見せてくれた。

　もう一方民俗学先生は柳田国男弟子で、七夕を例に

武士と農民・町人の身分違い、地方色、時間による祭

りの変化といった話をしてくれた。天地人である。これ

は雛祭り・八朔・亥の子などあらゆる行事に共通する。

さらに日常／非日常＝ハレ／ケ（晴れまたは霽れ／

褻）という概念は忘れられない。冠婚葬祭飲食は特別

な時間だった！

　コミュニケーションやコンパニオンの原義が「宴」であ

ることを知った驚きも鮮明である。当時フェリーニ映画

に心酔しており、毎日のように「人生は祭りだ」「祭りの

後の寂しさ」と映画仲間と酒を飲みながら議論していた

ので余計記憶に残っている。講義の中で農閑期の農

民に暇時間があるのも意外だった。子供のころ親戚や

教師から商家の手代丁稚や近代職工さんたちが休日

が少ないと教えられていた。歴史は一直線ではない。

例えば江戸期の武士はかなり暇で九日のうち三日しか

実働がない＊１。だから文化が生まれ、同時に小人閑居

して不全をなす。一方お店者（おたなもの）は年数回し

か休みがないが、ものには必ず抜け道がある＊２。

■ 生活のリズム

　近代以前の時間について深く分析することは避ける

が、維新以前は非定時法で「明け六つ暮六つ」と十二

等分され季節によって時間が異なった。
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（江古田鉄道研究会©）

＜図表２＞上州の鉄路

特筆される。中山道沿いを北西に向かった信越本線

は高崎を過ぎ碓氷峠に向かう。奇怪な妙義山と時々

噴煙でお騒がせする浅間山の間。隧道＋アプト式と

近代産業技術を集めて千メートル足らずの峠越え。

今新幹線は難なく通る。碓氷峠と言えばヤマトタケル

が振り返り亡き妻に未練タラタラし、吾妻郡・吾妻線と

地名路線名にもなっているが異説あり＊１。歌人・連歌

師・武将・大名・無宿者が行き来した峠。旧中山道で

は坂本宿と軽井沢宿。鉄道ができてからは「峠の釜飯

」という名物も一丁上がり。釜飯の入れ物はお隣の民

芸で名高い益子焼。昔は信州・越後さらに北陸を結

んだ。今は高崎－横川を結ぶ通勤通学電車で五両

編成。沿線には信越化学・P&Gや東邦亜鉛といった

化学・鉱業工場が目を引く。横川は当然関所で多くの

逸話伝説があり歴史資料館が設置されている。今は

JRバス小一時間で軽井沢到着。

■雪国からバブルへ

　上州と越後を直接結ぶ上越線開通には時間がか

かった。長岡－越後湯沢。高崎－水上は大正年間に

開通していたものの三国山脈が立ちはだかっていた。

考えてみると毎年のように三国峠越えをしていた謙信

公は偉い。東海道線丹那トンネルと並ぶ二大工事・清

水トンネル（9・7キロ）は昭和六年完成し東京－新潟

は急行で四時間短縮された。「トンネルを抜けると雪

国だった」というかの名台詞は清水トンネル完成以降

のお話。現在は高崎－渋川－水上－長岡が運行さ

れている。渋川から水上までは利根川本流の曲がりく

ねった川、紅葉多彩な岸壁、貯水ダム湖、山々の眺

望が続く。路線は何度も利根川を渡る。盆地状地形

の沼田駅。ホームに＜尾瀬沼最寄り駅＞とあるが、本

当は結構遠いよ！沼田駅を過ぎると高原列車の趣。

水上駅は標高500メートル弱で霧や雨が多くしばしば

天気が急変する。気になるのは駅手前に放置された

ホテル・旅館の廃屋群で、鬼怒川温泉と似る。これは

観光には大マイナス。

　さて清水トンネルは中がループ状で見所満載。トン

ネル駅も含め鉄オススメ路線。ところで越後湯沢につ

くと「雪国」というよりリゾートマンション林立乱立でバブ

鉄ちゃん地勢学
ルが夢の跡と言った風情。

■草津の湯でも治らない

　渋川から西に向かうのが吾妻線。日本鋼管が昭和二

十年に鉄鉱石運搬用として開発し戦後旅客用になっ

た。今でも渋川駅手前に大同特殊鋼工場が鎮座まし

ます。電車はひたすら温泉郷やスキー場を目指す。と

にかく温泉また温泉。上野発特急「草津」が昼に3本

（平日は2本）出ている。昔活躍した651系で古臭く速度

を上げるとガタガタ音を立てる。渋川から先の風景は

ずっと川沿いで桜・農家・古寺が美しく、一時必要性が

侃侃諤諤だった八ツ場ダム湖底を通る。特急は長野

原草津口止まりで名湯草津温泉はここからバスで小一

時間。各駅電車はスキーのメッカ万座を経て大前止ま

り。ここはもう一山超えると真田六文銭故旧の信州。

■東西を結ぶ両毛線

　上州民の足と言わば両毛線。高崎・新前橋から野

州小山、一日一本水戸線経由で勝田まで延びる。

両毛線は上州の主要都市を結ぶ。元々は桐生を中

心とした絹織物輸送用として出発。天気のいい日は

赤城の裾野を広く眺められる。伊勢崎を過ぎ国定・

岩宿駅辺りは円墳が目立つ。岩宿は戦後間もなくア

マチュア考古学者相沢さんの手で初めて旧石器が

発見された地。駅で結構大勢の人が降りるので＜考

古学ブーム凄し＞と思ったが、よく見ると競輪場に向

かう中高年だった。

　前号で紹介した八高線は高崎駅三番ホーム端から

一両編成気動車が発車する。大抵は児玉や高麗川

行き。武州隣接の藤岡市内を走る。

■三つの地元私鉄

　東武伊勢崎線は羽生を超え館林から蜘蛛の巣のよ

うに支線が広がる。館林と言えば皇太后美智子さま

御実家正田家。製粉・醤油業。ご成婚の頃は粉屋娘

という陰口があった。伊勢崎線は上州に入り足利で

野州にちょい寄って再度上州入り。ここからは単線が

増えるが「たたら」「県（あがた）」と駅名も由緒ありげ。

太田から伊勢崎に向かう電車（伊勢崎線）と赤城に

向かう桐生線に分岐。両毛線と東武は伊勢崎のほか

野州足利、佐野、栃木と何度も連絡する。また太田・

館林からは小泉線が出ている。

　東武系列で中央前橋＊２から西桐生を結ぶのが上

毛電鉄。基本的に前橋と桐生を結ぶ路線で赤城山

の広い裾野を走る。二両編成が多く昼間は自転車を

持った主婦老人がのんびりと乗ってくる。実に長閑な

電車で沿線も由緒ありそうな農家や古い一軒家が多

い。春先は庭の木と花々が咲き乱れ「かかあ天下」恐

怖イメージと異なり奥ゆかし。駅名的には上泉・大胡

と剣聖と謳われた新陰流開祖・上泉伊勢守由来の駅

名が懐かしい。

　一方高崎から西に向かう上信電鉄。高崎商科大学、

県立自然史博物館、世界遺産富岡製糸場を通る。明

治三十年（1897年）開業の古い歴史を持つ私鉄で高

崎－下仁田を結ぶ。JR高崎駅からカラフルな（ちょっと

古い）電車が見える。山名駅までは南下、あとは盆地

を西に進む。最後の下仁田駅に向かうと勾配がきつく

急に山岳列車の趣でその変化に驚く。下仁田駅から

はバスで鉱山跡など山地に入る地域は＜ジオパーク

＞に指定されている。山三つ越えると信州佐久平。

　なを桐生から東武赤城線相老駅を経て足尾銅山に至

るわたらせ渓谷鉄道があるが、これは野州で紹介する。

　国鉄は資金力技術力で峠を超え隧道を完成させ

た。清水トンネルは新旧合わせて三本もある。どれも

難工事で多くの犠牲者が出た。改めて合掌。また大

水が湧き出たこともある。一方地元私鉄は盲腸線で終

わった。上州は自動車製造県であり自動車利用率が

高い。高速道路・北関東自動車道と整備された地だ

けに上州鉄の生き残りもなかなかに大変である。

■上州の地勢

　上州三山、赤城・榛名・妙義山、どれも個性的。北

方の越後境は谷川岳に代表される三国連山、信州

沿いには浅間山。上越二千メートル級山々のおかげ

で越後は雪深く、関東は空っ風。山深き地だから川

が多く様々合流して大利根や渡良瀬川を作る。

　古代は上野毛君が東国最有力者。上州南部から

武州にかけて大古墳群を作った。律令制度では数

少ない「上国」。親王受領というありがたい土地柄。

そういえば常陸・上総も然り。中世では新田さんが

大奮闘したがお隣の足利君に負けた。戦国期に入

ると相州・甲州・越後の戦国三人組に攻められ分

割。名物は①赤城おろし②国定忠治③かかあ天

下。うーん。大前田親分をはじめ幕末侠客は知行

分割成れの果て。両毛共に十八世紀後半から人口

減。そのせいか車の運転がアラいという噂あり。

　さて現在は人口百九十万人余で県庁所在地人口

が二位とはお珍しい。平成合併でだいぶ様相も変

わった＜図表1＞。

　農産物は何と言っても嬬恋キャベツ。山一つ越え

た信州はレタス名産地。さらに下仁田ネギ、蒟蒻も

挙げられる。畜産物も豊か。江戸期は桐生を中心と

した絹織物で鳴らした。三井・松坂屋・白木屋といっ

た大呉服商が買い出し発注して歩いた。明治には

富岡製糸場が設立され、昭和に入ると中島飛行機

創業（太田市）、北部は織物機械・パチンコ・金型・

自動車と四段活用。織物産地繁栄は桐生に住んだ

晩年の坂口安吾や当時の映画でうかがい知れる。

もう一つ上州名物はフクダ（親子）、ナカソネ（大勲

位）、オブチ（株上がれ）と四人もの宰相が同一選挙

区から生まれた。維新長州はいざ知らず東国では

南部と並ぶメダリスト。蒟蒻やうどんが頭脳にいい？

■碓氷峠は鉄の近代化遺産

　＜埼玉鉄＞が大宮中心に対して、＜上州鉄＞は

高崎が鉄拠点、＜右頁・図表2＞にまとめた。

　新幹線は高崎駅を過ぎすぐに分岐。北に向かう。

大好きだった上越新幹線二階建てがなくなりいささ

か寂しい。長野・北陸と名前の変わった新幹線は間

もなく関西に達する。また名称は変化するのだろう

か。ところで上毛高原・安中榛名は新幹線駅とは思

えない寂しさ、特に後者は・・・

　＜上州鉄＞は何と言っても高崎線（旧信越本線）が



語だ。実質的には睡眠・食事・身の回りの用事・仕事・

学業と必需的なもの以外が自由行動で二分法とな

る。ただ中分類項目にある「療養・静養」「社会参加」

の扱いには異論がある。NHK生活時間調査は過去

データとの比較については統計手法の違いがあるた

め参考値としているが、様々なことが分かる有用な調

査である。

　またビデオ・リサーチ社『MCR』は生活行動とメディア

行動と大きく二分した上で、さらに自宅内／自宅外と場

所により二分、実質四分類となっている。このうち趣味・

遊び／友人・知人との交際（自宅内）、趣味・レジャー

／遊び、スポーツ（自宅外）が広義の余暇である＜図

表5の（2）表＞。

　詳細は次号以降に譲るが、これらの調査を見ると自

由行動における情報メディアが占める割合は大きく、

余暇時間の大部分はメディアによって占められている

ことがうかがえる。＜図表6＞を見ると、こんなにメディ

ア漬けになっていていいのだろうかとも思うが、私自身

もメディア中毒に近い。アラン・コルバン『レジャーの誕

生』（藤原書店）を見ると余暇時代を社会的時間の再

配分とし「時間が足りない」ことがレジャー時代の特色と

して挙げられている。【次号に続く】
　

　　※「蒐集異聞」は休載しました

抗する内容で＜人間活動の本質は遊戯にあり、文化

を生み出す根源だ＞として「ホモ・ルーデンス」と名付

けており、いかにも『中世の秋』の史家らしい内容で

ある。ブリューゲル絵画に出てきそうなアルカディア

や遊びは実に魅力的。さらに飲酒・タバコ・スポーツ・

見世物＋旅行と近世はプレ「余暇時代」。英国貴族・

ジェントリーの家庭教師付きの大陸旅行も注目され

る。

　ただし一般に大衆レジャーは十九世紀中頃、産業

革命が生んだ蒸気船・鉄道といった交通機関の発

達、近代スポーツの確立、さらに新聞・雑誌・大衆小

説＋大衆演劇の登場がそれぞれ関連しあって成立し

た。十九世紀中頃にミュージックホール設立、初の旅

行代理店による大衆旅行が成立していく。先年倒産

した初の旅行代理店英クック社は鉄道を使った団体

旅行企画から出発した。

　十九世紀中頃のマス・ツーリズムや娯楽見世物を第

一次の波とすると第二の波は二十世紀の長期バカン

スの成立であろう。1936年仏の左翼五派による人民

戦線内閣は①週四十時間労働時間（これにより週休

二日制成立）②有給休暇制定③労働契約にストライ

キ条項と労働者権利を大幅に見直した。この法案は

共産党主導型で特にストライキ権利に主眼が置かれ

ていたが、バカンスの一層の広がりを獲得した。レ

ジャー史にとって画期的なこの週休二日制はフラン安

から経済不況と社会騒乱をもたらし＜9頁・図表２＞、

第二次世界大戦と独による占領に繋がったという批判

もある。1930年代の長期バカンスについては同時代

の仏映画や『メグレ警部』シリーズのような大衆小説に

も出ている。

　また第三の余暇の波はジャンボジェット機が就航し

海外旅行が格安になった1980年代以降が挙げられ

る。冷戦終結とともに観光旅行を中心としたレジャー

産業は主要産業の一つとして数えられていく。

■ 二分法と三分法／文化的枠組み

　ハレとケは日常／非日常の二分法である。これ自

体は魅力的だが非日常が特別すぎる。またロジェ・カ

イヨワ『遊びと人間』に書かれている「遊び」の四分法

＜アゴーン／競争、アレア／偶然、ミミクリー／模倣、

イリンクス／眩暈＞も面白い定義で、私もレジャー論

で散々引用してきた。ジェットコースターのような絶叫

マシンになぜ人気が集まるのか、賭け事の偶然性と

やめられない魅力、演劇などの模倣性と文化論とし

ては極めて有用だが、残念ながら統計的分析にはな

らない。

■ 二つの時間論

　時間調査ではNHK『国民生活時間調査』が採用し

ている三分法「必需行動」「拘束行動」「自由行動」は

天下三分の計＜図表5の（1）表＞。最も一般的だが

「拘束行動」は何か逮捕されるみたいで感心しない用

　太陰暦を主体とした暦は、1872（明治5）年12月3日

を1873年1月1日にした太陽暦による一大改革!!ところ

がどっこい世間の風習は根強く、本誌で何度も取り上

げてきたように明治末になっても「今月今夜のこの月

を」（『金色夜叉』）のようについ太陰暦セリフが出てし

まう。昭和に入ってもある商店でストがあった時の要求

が「月三回の休日を」と旬間ベース。私が社会人に

なった頃ですら月三回の旬刊雑誌があり、大阪に

行ったら「五十日（ごとうび）はラッシュで道は混む」と

営業マンから教えられた。

　百年以上経って「月」「週」がようやく生活の基本単

位になった。私の世代まではまだ＜土曜日半ドン＞と

いう中途半端な労働時間があった。先輩・同僚は麻

雀・競馬・競輪さらに色事で土曜半ドンを謳歌してい

たようだが、品行方正な私には何とも中途半端な時間

だった（まさか昼間から飲むことはできなかった）。ちょ

うど余暇開発センターにいた頃、公務員学校週休二

日制が検討され出し、大企業を中心に週二日制が定

着し始めた＜左頁・図表1＞。週二日制はレジャーや

休日の過ごし方を大きく変えた。さらに現在は週三日

制導入、新型コロナウイルス感染でリモートワークも定

着し働き方の形が大きく変わりつつある。

■ 労働形態と時間

　産業主体は一次産業から二次産業、二次産業から

三次産業へと移行している。農業主体では太陰暦が

ふさわしいが、近代産業には定時性が不可欠。鉄道

と学校と近代産業が正確な時計に支えられ日本人を

せっかちにしたと言われる。ヨーロッパでも十七世紀

末の機械式時計普及で十五分単位が定着し＜シン

デレラはトンデレラ（時間に縛られた）＞。

　労働と余暇は密接に関連している。農業以上に二

次産業・三次産業と仕組みとしてのレジャー産業は

結びついている。それに加えて月刊誌、日刊新聞、

ラジオ放送普及と情報メディアは「時間」そのものの

リズムに関与していく。以前なら私も月曜日は『少年

ジャンプ』と経済誌、木曜日は『週刊新潮』『週刊文

春』と雑誌で曜日を意識した。また月9・火サス・日

曜大河に代表されるテレビ番組編成も曜日が主体

である。これらはわずか二十年前まで当たり前の風

景だったが動画配信や全録機器普及、さらに余暇

多様化で昔話となりつつある。

■ 言葉の定義

　余暇に関しては「日本レジャー・レクリエーション学

会」「観光学会」があり、それぞれ用語の定義や有益

な論文が出ている。時間的／支出的／産業的アプ

ローチ、あるいはアウトドア／インドアといった形態的

分類もある。レジャー・ホビー・余暇・趣味といった言

葉の変遷に関しては『ホビー白書2013』で詳しくまとめ

ている＜10頁・図表３、11頁・図表４＞。日本では「レ

ジャー・余暇」は新しく1961年初出と言われているが

戦前の専門論文にも出ている。一方「ホビー」の初出

は1953年と言われている。逆に古い言葉と思われて

いる「趣味」の初出は江戸末か明治初年で意外に新

しく、一般化するのは明治末である。

　ここではレジャー＝余暇とするが、「労働に対する余

暇」「仕事に対するレクリエーション」「労働に対するリ

フレッシュ」とおまけ付録のような位置付けが変化し今

や主役となりつつある。

■ 鉄道旅行とバカンスの時代

　本稿では近現代のレジャーを対象とする。19世紀末

詩人ピエール・ルイスは「古代ギリシャ・ローマに全て

の余暇があり古代人が知らない気晴らしはは喫煙だ

けだ」と喝破している。オランダの文化史家ヨハン・ホ

イジンガに『ホモ・ルーデンス』という名著がある。近代

資本主義「ホモ・ファーベル」（工作人・労働人）に対

■ 天地人

　大学時代、一番面白かった文化人類学で先生が薦

める『金枝篇』（ジェームズ・フレイザー著）に取組ん

だ。岩波文庫白五巻本（これでも簡略本）はこっちのお

つむが弱いのか訳が悪いせいなのか、三日間悪戦苦

闘して読み終えた。王殺し、精霊や呪い、クリスマスや

メーデーの起源を知った。こうした百科全書的博識本

は南方熊楠『十二支考』と同じで和漢洋、知識の深さ

世界の広さを垣間見せてくれた。

　もう一方民俗学先生は柳田国男弟子で、七夕を例に

武士と農民・町人の身分違い、地方色、時間による祭

りの変化といった話をしてくれた。天地人である。これ

は雛祭り・八朔・亥の子などあらゆる行事に共通する。

さらに日常／非日常＝ハレ／ケ（晴れまたは霽れ／

褻）という概念は忘れられない。冠婚葬祭飲食は特別

な時間だった！

　コミュニケーションやコンパニオンの原義が「宴」であ

ることを知った驚きも鮮明である。当時フェリーニ映画

に心酔しており、毎日のように「人生は祭りだ」「祭りの

後の寂しさ」と映画仲間と酒を飲みながら議論していた

ので余計記憶に残っている。講義の中で農閑期の農

民に暇時間があるのも意外だった。子供のころ親戚や

教師から商家の手代丁稚や近代職工さんたちが休日

が少ないと教えられていた。歴史は一直線ではない。

例えば江戸期の武士はかなり暇で九日のうち三日しか

実働がない＊１。だから文化が生まれ、同時に小人閑居

して不全をなす。一方お店者（おたなもの）は年数回し

か休みがないが、ものには必ず抜け道がある＊２。

■ 生活のリズム

　近代以前の時間について深く分析することは避ける

が、維新以前は非定時法で「明け六つ暮六つ」と十二

等分され季節によって時間が異なった。
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*1： 『日本書紀』。『古事記』では足柄峠。でも絵になりセリフが決
まるのは碓氷峠。足柄山じゃ金太郎さんになっちゃう。ところ
がどっこい相模説も根強い、『更科日記』作者は足柄道を通
っている。古代では足柄峠ちょい南の碓氷古道があった。
こっちにも浅間山（せんげんさん）もあるが、山の中であまり
見通しが良くない。この勝負古事記が優勢？

*2： 前橋駅は新前橋、前橋、前橋大島、中央前橋と四駅ある。
桐生も桐生（両毛線）、新桐生（東武）、西桐生（上毛電鉄）
と近くに三つある。地元民はともかく旅行者は迷う。 

特筆される。中山道沿いを北西に向かった信越本線

は高崎を過ぎ碓氷峠に向かう。奇怪な妙義山と時々

噴煙でお騒がせする浅間山の間。隧道＋アプト式と

近代産業技術を集めて千メートル足らずの峠越え。

今新幹線は難なく通る。碓氷峠と言えばヤマトタケル

が振り返り亡き妻に未練タラタラし、吾妻郡・吾妻線と

地名路線名にもなっているが異説あり＊１。歌人・連歌

師・武将・大名・無宿者が行き来した峠。旧中山道で

は坂本宿と軽井沢宿。鉄道ができてからは「峠の釜飯

」という名物も一丁上がり。釜飯の入れ物はお隣の民

芸で名高い益子焼。昔は信州・越後さらに北陸を結

んだ。今は高崎－横川を結ぶ通勤通学電車で五両

編成。沿線には信越化学・P&Gや東邦亜鉛といった

化学・鉱業工場が目を引く。横川は当然関所で多くの

逸話伝説があり歴史資料館が設置されている。今は

JRバス小一時間で軽井沢到着。

■雪国からバブルへ

　上州と越後を直接結ぶ上越線開通には時間がか

かった。長岡－越後湯沢。高崎－水上は大正年間に

開通していたものの三国山脈が立ちはだかっていた。

考えてみると毎年のように三国峠越えをしていた謙信

公は偉い。東海道線丹那トンネルと並ぶ二大工事・清

水トンネル（9・7キロ）は昭和六年完成し東京－新潟

は急行で四時間短縮された。「トンネルを抜けると雪

国だった」というかの名台詞は清水トンネル完成以降

のお話。現在は高崎－渋川－水上－長岡が運行さ

れている。渋川から水上までは利根川本流の曲がりく

ねった川、紅葉多彩な岸壁、貯水ダム湖、山々の眺

望が続く。路線は何度も利根川を渡る。盆地状地形

の沼田駅。ホームに＜尾瀬沼最寄り駅＞とあるが、本

当は結構遠いよ！沼田駅を過ぎると高原列車の趣。

水上駅は標高500メートル弱で霧や雨が多くしばしば

天気が急変する。気になるのは駅手前に放置された

ホテル・旅館の廃屋群で、鬼怒川温泉と似る。これは

観光には大マイナス。

　さて清水トンネルは中がループ状で見所満載。トン

ネル駅も含め鉄オススメ路線。ところで越後湯沢につ

くと「雪国」というよりリゾートマンション林立乱立でバブ

ルが夢の跡と言った風情。

■草津の湯でも治らない

　渋川から西に向かうのが吾妻線。日本鋼管が昭和二

十年に鉄鉱石運搬用として開発し戦後旅客用になっ

た。今でも渋川駅手前に大同特殊鋼工場が鎮座まし

ます。電車はひたすら温泉郷やスキー場を目指す。と

にかく温泉また温泉。上野発特急「草津」が昼に3本

（平日は2本）出ている。昔活躍した651系で古臭く速度

を上げるとガタガタ音を立てる。渋川から先の風景は

ずっと川沿いで桜・農家・古寺が美しく、一時必要性が

侃侃諤諤だった八ツ場ダム湖底を通る。特急は長野

原草津口止まりで名湯草津温泉はここからバスで小一

時間。各駅電車はスキーのメッカ万座を経て大前止ま

り。ここはもう一山超えると真田六文銭故旧の信州。

■東西を結ぶ両毛線

　上州民の足と言わば両毛線。高崎・新前橋から野

州小山、一日一本水戸線経由で勝田まで延びる。

両毛線は上州の主要都市を結ぶ。元々は桐生を中

心とした絹織物輸送用として出発。天気のいい日は

赤城の裾野を広く眺められる。伊勢崎を過ぎ国定・

岩宿駅辺りは円墳が目立つ。岩宿は戦後間もなくア

マチュア考古学者相沢さんの手で初めて旧石器が

発見された地。駅で結構大勢の人が降りるので＜考

古学ブーム凄し＞と思ったが、よく見ると競輪場に向

かう中高年だった。

　前号で紹介した八高線は高崎駅三番ホーム端から

一両編成気動車が発車する。大抵は児玉や高麗川

行き。武州隣接の藤岡市内を走る。

■三つの地元私鉄

　東武伊勢崎線は羽生を超え館林から蜘蛛の巣のよ

うに支線が広がる。館林と言えば皇太后美智子さま

御実家正田家。製粉・醤油業。ご成婚の頃は粉屋娘

という陰口があった。伊勢崎線は上州に入り足利で

野州にちょい寄って再度上州入り。ここからは単線が

増えるが「たたら」「県（あがた）」と駅名も由緒ありげ。

太田から伊勢崎に向かう電車（伊勢崎線）と赤城に

向かう桐生線に分岐。両毛線と東武は伊勢崎のほか

野州足利、佐野、栃木と何度も連絡する。また太田・

館林からは小泉線が出ている。

　東武系列で中央前橋＊２から西桐生を結ぶのが上

毛電鉄。基本的に前橋と桐生を結ぶ路線で赤城山

の広い裾野を走る。二両編成が多く昼間は自転車を

持った主婦老人がのんびりと乗ってくる。実に長閑な

電車で沿線も由緒ありそうな農家や古い一軒家が多

い。春先は庭の木と花々が咲き乱れ「かかあ天下」恐

怖イメージと異なり奥ゆかし。駅名的には上泉・大胡

と剣聖と謳われた新陰流開祖・上泉伊勢守由来の駅

名が懐かしい。

　一方高崎から西に向かう上信電鉄。高崎商科大学、

県立自然史博物館、世界遺産富岡製糸場を通る。明

治三十年（1897年）開業の古い歴史を持つ私鉄で高

崎－下仁田を結ぶ。JR高崎駅からカラフルな（ちょっと

古い）電車が見える。山名駅までは南下、あとは盆地

を西に進む。最後の下仁田駅に向かうと勾配がきつく

急に山岳列車の趣でその変化に驚く。下仁田駅から

はバスで鉱山跡など山地に入る地域は＜ジオパーク

＞に指定されている。山三つ越えると信州佐久平。

　なを桐生から東武赤城線相老駅を経て足尾銅山に至

るわたらせ渓谷鉄道があるが、これは野州で紹介する。

　国鉄は資金力技術力で峠を超え隧道を完成させ

た。清水トンネルは新旧合わせて三本もある。どれも

難工事で多くの犠牲者が出た。改めて合掌。また大

水が湧き出たこともある。一方地元私鉄は盲腸線で終

わった。上州は自動車製造県であり自動車利用率が

高い。高速道路・北関東自動車道と整備された地だ

けに上州鉄の生き残りもなかなかに大変である。

■上州の地勢

　上州三山、赤城・榛名・妙義山、どれも個性的。北

方の越後境は谷川岳に代表される三国連山、信州

沿いには浅間山。上越二千メートル級山々のおかげ

で越後は雪深く、関東は空っ風。山深き地だから川

が多く様々合流して大利根や渡良瀬川を作る。

　古代は上野毛君が東国最有力者。上州南部から

武州にかけて大古墳群を作った。律令制度では数

少ない「上国」。親王受領というありがたい土地柄。

そういえば常陸・上総も然り。中世では新田さんが

大奮闘したがお隣の足利君に負けた。戦国期に入

ると相州・甲州・越後の戦国三人組に攻められ分

割。名物は①赤城おろし②国定忠治③かかあ天

下。うーん。大前田親分をはじめ幕末侠客は知行

分割成れの果て。両毛共に十八世紀後半から人口

減。そのせいか車の運転がアラいという噂あり。

　さて現在は人口百九十万人余で県庁所在地人口

が二位とはお珍しい。平成合併でだいぶ様相も変

わった＜図表1＞。

　農産物は何と言っても嬬恋キャベツ。山一つ越え

た信州はレタス名産地。さらに下仁田ネギ、蒟蒻も

挙げられる。畜産物も豊か。江戸期は桐生を中心と

した絹織物で鳴らした。三井・松坂屋・白木屋といっ

た大呉服商が買い出し発注して歩いた。明治には

富岡製糸場が設立され、昭和に入ると中島飛行機

創業（太田市）、北部は織物機械・パチンコ・金型・

自動車と四段活用。織物産地繁栄は桐生に住んだ

晩年の坂口安吾や当時の映画でうかがい知れる。

もう一つ上州名物はフクダ（親子）、ナカソネ（大勲

位）、オブチ（株上がれ）と四人もの宰相が同一選挙

区から生まれた。維新長州はいざ知らず東国では

南部と並ぶメダリスト。蒟蒻やうどんが頭脳にいい？

■碓氷峠は鉄の近代化遺産

　＜埼玉鉄＞が大宮中心に対して、＜上州鉄＞は

高崎が鉄拠点、＜右頁・図表2＞にまとめた。

　新幹線は高崎駅を過ぎすぐに分岐。北に向かう。

大好きだった上越新幹線二階建てがなくなりいささ

か寂しい。長野・北陸と名前の変わった新幹線は間

もなく関西に達する。また名称は変化するのだろう

か。ところで上毛高原・安中榛名は新幹線駅とは思

えない寂しさ、特に後者は・・・

　＜上州鉄＞は何と言っても高崎線（旧信越本線）が




